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追
分
会
会
員
・
フ
ァ
ン
に
感
謝

江
差
追
分
会
副
会
長
　
馬
川
　
政
紀

　

江
差
追
分
は
、
江
戸
時
代
に
信
州
中
山
道
の
追
分
宿
で
唄
わ
れ
て
い

た
馬
子
唄
が
北
前
船
に
よ
っ
て
江
差
に
運
ば
れ
、
幾
多
の
変
遷
を
経
な

が
ら
現
在
、
全
国
、
海
外
百
五
十
九
支
部
、
三
千
六
百
人
の
会
員
で
組

織
さ
れ
て
い
る
江
差
追
分
会
に
よ
っ
て
保
存
・
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
追
分
会
が
昭
和
三
十
八
年
に
第
一
回
江
差
追
分
全
国
大
会
を
開

催
し
て
か
ら
今
年
九
月
に
は
半
世
紀
五
十
回
の
記
念
大
会
を
迎
え
る
。

　

江
差
町
で
は
、
追
分
会
や
地
元
の
多
く
の
団
体
に
よ
る
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
今
年
一
年
を
「
追
分
年
」
と
定
め
、
テ
ー
マ
を
「
感
謝
と

創
造
」に
決
定
、多
く
の
記
念
事
業
を
計
画
、実
施
し
て
い
る
。（
詳
細
は
、

総
会
開
催
の
ペ
ー
ジ
参
照
）
す
で
に
「
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
追

分
を
運
ん
で
き
た
北
前
船
交
易
港
を
訪
問
し
、北
前
船
の
関
係
者
に
よ
っ

て
今
日
の
江
差
追
分
が
日
本
を
代
表
す
る
民
謡
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
す
る
「
感
謝
の
旅
」
を
実
施
。
第
一
陣
の
訪
問
地
で
は
、

予
想
以
上
の
歓
迎
を
受
け
た
。
七
月
頃
に
は
第
二
陣
の
北
前
船
交
易
港

訪
問
を
予
定
し
て
い
る
。

　

江
差
追
分
は
、
北
前
船
関
係
者
に
感
謝
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、

第
一
回
全
国
大
会
か
ら
今
日
ま
で
の
大
会
や
総
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
師
匠

会
研
修
会
な
ど
の
追
分
会
事
業
に
全
国
か
ら
江
差
に
お
出
で
に
な
る
会

員
・
フ
ァ
ン
の
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。会
員
・
フ
ァ

ン
の
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

五
十
回
記
念
大
会
は
、「
追
分
年
」
の
中
で
も
最
大
の
事
業
で
あ
る
が
、

今
後
の
追
分
会
の
進
む
べ
き
方
向
や
全
国
大
会
の
持
ち
方
等
の
方
向
付

け
を
見
極
め
る
た
め
の
重
要
な
大
会
で
も
あ
る
。

　

今
年
の
記
念
大
会
も
、
例
年
ど
お
り
東
日
本
大
震
災
の
地
域
を
初
め
、

全
国
の
地
区
選
抜
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
四
百
人
（
一
般
・
熟
年
・
少
年
）

の
選
手
が
参
加
し
て
各
部
門
で
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　

五
十
回
記
念
大
会
の
栄
冠
は
ど
こ
の
支
部
の
誰
に
輝
く
の
か
・
・
出

場
選
手
の
皆
さ
ん
の
熱
唱
・
熱
演
に
期
待
・
・
・

江差追分　感謝の旅で熱唱する青坂上席師匠（5/25大阪市役所前）



第
五
十
回
記
念
江
差
追
分
全
国
大
会

　
　「
江
差
追
分
年
」
町
挙
げ
て

　
　
　
　
平
成
二
十
四
年
度
江
差
追
分
会
総
会

〜
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
多
彩
に
〜

に
追
分
会
の
記
念
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
予

算
が
決
定
さ
れ
た
。

　

予
算
総
額
は
二
、五
五
八
万
五
千
円
、
前

年
度
に
対
し
、
四
四
六
万
四
千
円
の
減
と
な

っ
て
い
る
が
、
前
年
度
は
第
五
十
回
に
向
け

て
、
歓
迎
看
板
や
追
分
の
歴
史
変
遷
を
記
録

す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
な
ど
事
前
対
策
の
予
算
が

織
り
込
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
前
年
度
に
措

置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
半
世

紀
の
事
業
は
、
前
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
、
す

で
に
措
置
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

　

第
五
十
回
全
国
大
会
は
平
成
二
十
四
年
度

一
年
間
を
「
江
差
追
分
年
」
と
し
、
す
で
に

町
議
会
、
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
商

工
会
、
文
化
協
会
な
ど
町
の
主
要
な
二
十
団

体
で
、
江
差
追
分
全
国
大
会
実
行
委
員
会
を

発
足
、
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

（
松
村
隆
学
芸
部
門
理
事
）

　

本
年
度
は
、
江
差
追
分
全
国
大
会
第
五
十

回
を
迎
え
、
大
会
発
足
以
来
半
世
紀
節
目
の

年
と
な
る
こ
と
で
、「
江
差
追
分
年
」
と
位

置
付
け
、
町
を
挙
げ
て
の
活
動
展
開
を
目
標
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総会の冒頭、江差追分を大合唱

　

〜
追
分
会
主
催
に
か
か
わ
る
〜

　

全
国
大
会
日
程
（
九
月
二
十
一
、二
十
二
、

二
十
三
日
）
三
日
間
は
変
ら
な
い
が
、
記

念
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
る
た
め
、
運
営
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
新
た

に
加
わ
る
も
の
と
特
に
変
更
さ
れ
る
も
の

は
お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
。

第
一
日
　
九
月
二
十
一
日
（
金
）

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
予
選
第
一
日
か
ら

取
り
入
れ
る
。

　

江
差
北
中
学
校
に
よ
る
尺
八
合
奏
、
町

民
に
よ
る
追
分
宣
言
・
追
分
大
合
唱
、
観

光
大
使
「
金
田
た
つ
え
」
歌
謡
シ
ョ
ー
。

第
二
日
　
九
月
二
十
二
日
（
土
）

　

昼
食
時
に
①
全
国
各
支
部
少
年
少
女
追

分
合
唱
、
予
選
会
終
了
後
②
全
国
支
部
長

の
追
分
合
唱
③
全
国
に
あ
る
追
分
節
に
か

か
わ
る
民
謡
の
唄
い
手
を
各
地
か
ら
招
聘

し
競
演
。
小
諸
馬
子
唄
、
信
濃
追
分
、
越

後
追
分
、
本
荘
追
分
、
馬
緤
追
分
、
初
瀬

追
分
、
出
雲
追
分
な
ど
を
予
定
。

第
三
日
　
九
月
二
十
三
日
（
日
）

　

①
前
回
大
会
優
勝
者
、
少
年
・
熟
年
・

一
般
出
演
②
第
一
代
か
ら
第
十
五
代
ま
で

歴
代
優
勝
者
出
演
③
追
分
歌
詞
募
集
優
秀

作
品
発
表
披
露
。

大
会
ほ
か
の
記
念
事
業

九
月
十
五
日
～
十
八
日

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
過
去
の
追
分
関
連

　

テ
レ
ビ
放
映
映
像
の
上
映
会
。

九
月
二
十
日
午
後
四
時
三
十
分

　

か
も
め
島
浜
田
喜
一
師
、
小
路
豊
太
郎

　

翁
顕
彰
碑
前
追
分
大
合
唱
、
午
後
五
時

　

第
五
十
回
全
国
大
会
前
夜
祭
・
郷
土
芸

　

能
披
露
感
謝
交
流
会
。

九
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日

　

追
分
広
場「
え
さ
し
グ
ル
メ
ま
つ
り
」（
町
内
）

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
三
日
間
の
開
始

時
間
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

九
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
（
予
選
会
）

　

い
ず
れ
も
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
（
昨

　

年
よ
り
三
十
分
繰
上
）

九
月
二
十
三
日
（
決
選
会
）

　

午
前
八
時
か
ら
（
昨
年
よ
り
一
時
間
繰
上
）

※
開
会
式
に
つ
い
て
は
、
少
年
、
熟
年
決

選
会
終
了
後
開
催
。
十
四
時
頃
か
ら
を
予

定
。

　

本
年
度
の
江
差
追
分
会
総
会
が
四
月
二
十
二
日
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し
で
開
催
、
総
会
に

先
立
ち
午
後
一
時
か
ら
同
ホ
テ
ル
に
お
い
て
理
事
会
で
提
案
議
案
を
協
議
の
後
、
午
後
三
時

か
ら
総
会
に
入
り
、
新
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
決
定
さ
れ
た
。

第
五
十
回
大
会
の
主
な
記
念
行
事

大
会
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
す

ご
注
意
く
だ
さ
い
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公
開
番
組
「
そ
れ
い
け
！
民
謡
う
た
祭
り
」

④
追
分
五
十
年
パ
ネ
ル
展
な
ど
ほ
か
。

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
部
会　

①
江
差
追
分
の

こ
れ
か
ら
を
志
向
す
る
「
江
差
追
分
の
未あ

来す

を
」
を
テ
ー
マ
に
町
民
、
追
分
会
員
み

ん
な
で
話
し
合
う
地
元
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②

大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
民
謡
の
著
名
人
、
学

識
経
験
者
な
ど
を
パ
ネ
ラ
ー
に
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
か
ら
江
差
追
分
の
未
来
に
つ
い

て
課
題
解
明
す
る
。
③
追
分
企
画
展
・
郷

土
資
料
館
で
九
月
三
十
日
ま
で
開
催
。

◆
追
分
大
会
部
会　

①
江
差
追
分
テ
レ
ビ

放
映
映
像
の
上
映
②
観
光
大
使
「
金
田
た

つ
え
」
歌
謡
シ
ョ
ー
、
町
民
追
分
宣
言
、

江
差
北
中
追
分
尺
八
合
奏
な
ど
③
全
国
追

分
節
招
聘
競
演
。

◆
広
報
宣
伝
部
会　

追
分
大
会
に
関
連
す

る
各
種
行
事
を
マ
ス
コ
ミ
、
雑
誌
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
①
江
差
追
分
出
前

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
愛
好
者
を
拡
大
②
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
と
グ
ッ
ズ

作
成
③
函
館
・
東
北
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
参
加
な
ど
。

◆
宿
泊
部
会　

大
会
期
間
の
宿
泊
施
設
の

不
足
を
充
足
す
る
対
策
①
民
泊
の
促
進
と

受
け
入
れ
住
宅
の
確
保
②
町
内
集
会
施
設

な
ど
の
利
用
対
応
③
近
隣
町
宿
泊
施
設
の

連
携
確
保
な
ど
。

◆
会
場
設
営
部
会　

追
分
広
場
「
え
さ
し

グ
ル
メ
ま
つ
り
」
等
の
会
場
設
営
ほ
か
。

　

昭
和
三
十
八
年
に
発
足
し
た
江
差
追
分

全
国
大
会
は
今
年
で
半
世
紀
に
な
る
。「
第

五
十
回
大
会
は
、
例
年
の
大
会
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
江
差
追
分
の
あ
り
方
を
確
立

す
る
年
に
し
た
い
」、
一
年
間
を
通
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
展
開
す
る
「
江
差
追
分
年
」
と

し
て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

　

実
行
委
員
会
は
町
議
会
、
商
工
会
な
ど

町
内
の
主
な
機
関
や
団
体
で
構
成
し
、
町

を
挙
げ
て
活
動
を
展
開
す
る
企
画
を
進
め

て
き
た
。

兵庫県豊岡市での江差追分披露

　

追
分
は
、
江
戸
時
代
日
本
海
を
往

来
し
た
北
前
船
が
終
着
港
の
江
差
に

伝
え
、
北
辺
の
風
土
と
暮
ら
し
を
唄

い
込
ん
で
出
来
あ
が
っ
た
唄
だ
と
い

う
。
北
前
船
の
寄
港
地
を
追
分
の
唄

い
手
が
訪
問
し
、
い
わ
ゆ
る
日
本
海

時
代
の
交
流
を
進
め
る
こ
と
な
ど
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
、
第
一
陣
と
し
て
五
月

二
十
三
日
～
二
十
五
日
に
、
兵
庫
県

淡
路
市
、
豊
岡
市
、
大
阪
市
の
三
市

を
訪
問
し
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に

感
謝
の
江
差
追
分
を
届
け
て
き
ま
し

た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
大
会
運
営
、
広

報
宣
伝
、
宿
泊
部
会
、
会
場
設
営
と

六
つ
の
専
門
部
会
で
実
施
体
制
を
組

む
。
各
部
会
に
は
町
役
場
各
課
に
事

務
局
を
配
置
し
て
、
当
た
ら
せ
る
こ

と
と
し
、
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
。

◆
イ
ベ
ン
ト
部
会　

①
北
前
船
の
寄

港
地
追
分
訪
問
（
兵
庫
県
淡
路
市
、

豊
岡
市
、
大
阪
市
、
石
川
県
珠
洲
市
、

秋
田
県
秋
田
市
、
能
代
市
な
ど
を
予

定
）
②
第
五
十
回
記
念
植
樹
「
蝦

夷
地
の
山
か
い
な
」
と
追
分
歌
詞
の

ヒ
バ
山
の
再
生
。
③
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

　追分会では、江差追分会館
展示映像の更新に合わせ、今
年度の第 50 回江差追分全国大
会を記念して、江差追分の歴
史を映像で後世に残すため、
ＤＶＤを制作しました。
　タイトルは、「江差追分　人
生の唄」で、「オープニング」「江差追分とは」「ま
ちの概要」「江差追分の源流を訪ねて」「追分節
が伝えられたころのえさし」「追分の始祖佐之市」
「正調江差追分と古調追分」「江戸から明治へ」「明
治から大正へ」「江差追分会発足後の活動」「江
差追分会現在の活動」「語る　江差追分にとりつ
かれた人たち」「江差追分全国大会～エンディン
グ」の構成になっております。
　１枚１，５００円で販売しておりますので、購
入希望の方は江差追分会事務局までお申し込み
ください。

江
差
追
分
感
謝
の
旅  

「
北
前
船
寄
港
地
」訪
問
事
業

江差追分「人生の唄」
ＤＶＤ制作

第 50 回記念江差追分全国大会実行委員会の企画



　

江
差
追
分
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
四
月
二
十
一
日
、
江
差
追
分
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
追
分
全

国
大
会
発
足
以
来
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、
半
世
紀
を
経
過
し
て
会
員
の

高
齢
化
や
若
年
層
の
追
分
離
れ
な
ど
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
半
世
紀
の
足
跡
か
ら
、
江
差

追
分
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ど
う
い
う
方
向
を
と
る
べ
き
か
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
探

っ
た
。

　

追
分
会
会
員
や
町
民
一
五
〇
人
が
参
加
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
熱

心
な
話
し
合
い
が
交
わ
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
村　

隆
学
芸
部
門
理
事
）
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第
五
十
回
江
差
追
分
全
国
大
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　「
み
ん
な
で
考
え
よ
う

　
　  
江
差
追
分
の
未あ

来す

を
！
」

風
呂
場
追
分
、子
供
の
遊
び
追
分
、ユ
ニ
ー
ク
な
賞
な
ど
提
案

基
本
と
な
る
歌
唱
技
術
を
守
り
、
伝
承
し

て
い
く
こ
と
は
勿
論
、
古
調
に
学
び
、
さ

ら
に
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
歌
詞
や
曲
節
を

探
求
す
る
な
ど
、
芸
域
を
広
げ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
声
を
張
っ
た
唄
を
唄
え
な
い

人
で
も
気
軽
に
口
ず
さ
む
こ
と
が
で
き
る

炉
端
追
分
、
台
所
追
分
、
風
呂
場
追
分
の

復
活
を
提
唱
し
た
い
。
追
分
に
江
差
ら
し

い
情
緒
を
ど
う
唄
い
込
む
か
、
昔
の
師
匠

は
「
魂
の
乗
ら
な
い
唄
は
駄
目
だ
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
庶
民
的
な
レ
ベ
ル
の
唄
を

盛
ん
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
唄
を

日
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
も
の
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

基
調
講
演
に
続
い
て
、
次
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

室
谷　

元
男
（
歴
ま
ち
商
店
街
協
同
組
合
理
事
長
）

■
パ
ネ
ラ
ー

　

近
江　

八
声
（
師
匠
会
会
長
）

　

渡
辺
傳
次
郎
（
関
西
地
区
運
営
協
議
会
会
長
）

　

寺
田　

貴
雄
（
北
海
道
教
育
大
学
准
教
授
・
日
本
音
楽
教
育
学
会
理
事
）

　

飯
田　

隆
一
（
江
差
商
工
会
長
）

　

小
田
島　

玲
（
北
海
道
新
聞
江
差
支
局
長
）

　

江
差
追
分
全
国
大
会
は
発
足
以
来
め
ざ

ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、
江
差
を
郷
土
芸
能

の
町
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
町

民
や
愛
好
者
の
精
神
的
支
柱
と
も
い
う
べ

き
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
発
足
後
五
十
年
を
経
た
現
在
、

大
会
が
多
分
に
定
形
化
さ
れ
、
競
演
形
式

に
よ
る
企
画
の
マ
ン
ネ
リ
化
が
進
ん
で
き

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
競
演
会
人

気
で
支
え
ら
れ
て
い
る
追
分
は
、
現
在
、

は
な
は
だ
裾
野
が
薄
弱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

追
分
を
唄
え
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
町
民
の
中
に
追
分
が
浸
透
し
て
い

く
と
か
、
体
に
寄
り
添
う
よ
う
な
形
に
な
れ

ば
い
い
、
そ
ん
な
雰
囲
気
で
い
つ
も
追
分
が

流
れ
る
町
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本

場
と
い
っ
て
も
追
分
を
唄
え
な
い
人
も
大
勢

い
ま
す
か
ら
、
第
一
点
は
自
己
紹
介
か
ら
追

分
に
ど
う
係
わ
っ
て
き
た
か
、
ま
ず
原
点
に

戻
っ
て
、
江
差
と
追
分
を
ど
う
見
て
こ
ら
れ

た
か
、
入
門
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
二
回
目
の
発
言
は
、
江
差
か
ら

見
た
追
分
と
外
か
ら
見
る
追
分
の
違
い
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
何
が
魅
力
な
の
か
、
こ

れ
か
ら
ど
う
い
う
方
向
を
目
指
せ
ば
い
い

の
か
、
お
願
い
し
ま
す

　

最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
考
え

を
提
案
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

父
が
初
代
師
匠
、
母
が
三
味
線
と
い
う

家
庭
で
育
っ
た
の
で
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か

ら
聞
き
覚
え
で
追
分
を
唄
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
一
回
大
会
の
昭
和
三
十
八
年
、
二
十
三

歳
で
優
勝
、
四
十
八
年
に
は
二
代
目
を
継

い
で
き
ま
し
た
が
、
全
国
大
会
も
五
十
回

を
迎
え
、
他
の
民
謡
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
ほ

ど
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
追
分
は
難
し
い

基
調
講
演

館
　
　
和
夫

（
江
差
追
分
会
学
芸
部
門
理
事
）

厚
沢
部
町
生
ま
れ
、
江
差
高
校

を
経
て
宇
都
宮
大
学
卒
業
後
、

道
立
林
業
試
験
場
に
勤
務
、
著

書
に
「
江
差
追
分
」「
江
差
追

分
物
語
」
な
ど
が
あ
る
。

誰
で
も
気
軽
に
唄
え
る

風
呂
場
追
分
な
ど
を
提
唱
し
た
い

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

室
谷
　
元
男

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
、
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
次
々
と
実
行
し
て
い

る
仕
掛
け
人
。

江
差
追
分
を
よ
り
身
近
な
も
の
に

近
江
　
八
声

難
し
く
考
え
な
い
で
自
由
に
唄
え
る
よ
う
に
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が
、
地
元
商
店
と
し
て
追
分
に
ど
う
か
か

わ
っ
て
い
く
か
と
、
若
い
仲
間
が
話
し
あ
っ

て
「
笑
い
嘆
き
節
大
会
」
を
始
め
ま
し
た
。

大
会
に
や
っ
て
き
て
も
入
賞
者
は
ほ
ん
の

一
部
で
す
か
ら
、
残
念
組
の
人
た
ち
に
江
差

の
三
平
汁
と
焼
き
魚
で
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
、

も
っ
と
自
由
で
気
楽
に
唄
っ
て
も
ら
う
場

を
提
供
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
全

国
か
ら
こ
れ
ほ
ど
来
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

旅
館
も
施
設
も
不
自
由
を
か
け
て
い
る
。
江

差
に
来
て
く
れ
る
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち

と
地
元
の
産
物
で
も
て
な
し
て
い
き
た
い
。

嘆
き
節
大
会
も
中
断
し
て
い
た
が
、
五
十

回
大
会
を
機
会
に
議
会
と
町
職
員
で
復
活

し
た
の
で
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
の
代
表
民
謡
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
江
差
に
赴
任
す
る
ま
で
聞
い
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。
北
前
船
の
歴
史
か
ら

で
き
た
と
い
う
こ
と
は
面
白
い
の
で
す
が
、

民
謡
フ
ァ
ン
以
外
の
一
般
の
人
に
は
江
差

に
来
な
い
と
聞
け
な
い
。
良
さ
が
わ
か
ら

な
い
「
知
ら
れ
ざ
る
民
謡
」。
そ
れ
で
い
い

の
か
ど
う
か
。
音
楽
だ
か
ら
新
聞
記
事
な

ど
文
字
情
報
で
は
良
さ
は
伝
わ
ら
な
い
、

唄
に
触
れ
さ
せ
る
機
会
が
必
要
で
、
札
幌

の
狸
小
路
あ
た
り
の
街
頭
で
唄
え
ば
う
け

　

一
昨
年
、
日
本
の
音
楽
教
育
学
会
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
が
札
幌
で
行
わ
れ
た
折
、
江
差
追

分
を
テ
ー
マ
に
追
分
会
の
師
匠
さ
ん
方
に

講
師
を
引
き
受
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
音
楽

教
育
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
江
差
追
分
は
文

化
的
に
価
値
の
高
い
音
楽
で
す
。
北
前
船
交

易
の
生
活
を
背
景
に
し
て
い
る
こ
と
、
全
国

大
会
を
五
十
年
も
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
日

本
の
民
謡
文
化
の
中
で
も
群
を
抜
い
た
も

の
で
す
。
唄
の
質
の
高
さ
を
維
持
し
、
そ
れ

を
支
え
る
フ
ァ
ン
を
ど
う
増
や
し
て
い
く

か
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
野
球
も
子
供
た

ち
の
三
角
ベ
ー
ス
か
ら
高
校
生
の
甲
子
園
、

更
に
は
大
人
の
草
野
球
チ
ー
ム
も
あ
り
ま

す
。
フ
ァ
ン
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
は
、

特
に
、
子
供
た
ち
の
遊
び
に
追
分
を
取
り
入

れ
る
よ
う
な
遊
び
の
唄
、
そ
れ
に
家
庭
を
巻

き
込
む
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　

三
十
年
ほ
ど
前
、
追
分
全
国
大
会
に
全

国
の
人
々
が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
か
じ
れ
ば
か
じ
る
ほ

ど
、
ス
ル
メ
の
よ
う
に
い
い
味
の
出
る
唄

で
す
。
数
年
前
ブ
ラ
ジ
ル
の
移
民
の
老
人

が
九
十
一
歳
で
素
晴
ら
し
い
追
分
を
唄
っ

て
感
動
さ
せ
ま
し
た
。
難
し
い
と
言
い
ま

す
が
、
一
節
ず
つ
唄
え
る
よ
う
に
合
理
的

に
出
来
て
い
ま
す
か
ら
、
追
分
サ
ー
ク
ル

を
作
っ
て
無
料
で
開
放
し
、
自
由
に
唄
え

る
よ
う
に
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
十
回
大
会
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
熱
唱
二
五
時
間
」

を
見
て
「
こ
れ
は
」、
と
感
動
し
、
江
差
を

訪
ね
、
近
江
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
三
十
年
も
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
は
、
大
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

通
じ
て
出
来
た
多
く
の
友
人
、
師
匠
、
そ

し
て
家
族
の
よ
う
に
も
て
な
し
て
く
れ
る

旅
館
な
ど
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

「
追
分
は
人
柄
を
聞
く
も
の
、
一
生
が
修
行
」

こ
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
、
さ
ら
に
人
間
を

磨
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厳

し
い
労
働
の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
人
達
や

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
若
い

人
達
の
心
の
支
え
に
追
分
を
広
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
追
分
は
国
レ
ベ
ル
の
文

化
財
に
し
て
、
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

る
の
で
は
と
思
う
。
全
国
大
会
で
い
え
ば
、

も
っ
と
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
例
え
ば

相
撲
の
三
賞
の
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
な
賞
を

設
け
る
な
ど
、
素
人
が
見
て
楽
し
め
る
工

夫
が
あ
っ
た
ら
ど
う
か
。

《
フ
ロ
ア
ー
か
ら
》

●
「
追
分
を
習
い
始
め
て
一
年
余
、
よ
そ
に

行
く
と
江
差
な
ら
追
分
を
唄
え
と
言
わ
れ
る
。

江
差
の
宝
を
身
に
つ
け
よ
う
と
や
っ
て
い
る
」

●
「
全
国
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
追
分
を

町
民
が
も
っ
と
意
識
し
て
ほ
し
い
」

●
「
追
分
の
町
だ
か
ら
五
十
回
大
会
に
向

け
て
追
分
茶
屋
を
開
店
す
る
。
宿
が
不
足

し
て
い
る
の
で
民
泊
も
や
っ
て
い
る
」

室
谷
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り

　

い
い
提
案
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
レ
ベ
ル
が
高
く
て
話
が
で
き

に
く
い
、
そ
れ
に
蓋
を
す
る
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
方
向
を
決
め

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
み
ん
な
江
差
が
好

き
で
、
追
分
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
れ
ば
い
い
方
向
が
出
る
と
思
う
。
井
戸

端
や
店
先
で
話
し
合
え
る
よ
う
に
な
れ
ば

い
い
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
う
機
会
を
持

つ
こ
と
が
必
要
だ
と
締
め
く
く
っ
た
。

渡
辺
傳
次
郎

江
差
追
分
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
る
べ
き

寺
田
　
貴
雄

追
分
を
子
供
た
ち
の
遊
び
の
唄
に

飯
田
　
隆
一

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
で
も
て
な
し
た
い

小
田
島
　
玲

追
分
に
触
れ
る
機
会
が
必
要
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師
匠
会
総
会
で
基
準
内
規
改
正

　

現
状
に
お
け
る
「
格
付
審
査
基
準
」
で

の
進
級
は
、
特
に
高
齢
者
の
方
々
に
は
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
江
差

追
分
を
唄
う
こ
と
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

そ
の
励
み
（
目
標
）
や
成
果
と
し
て
、
格

付
級
や
指
導
資
格
の
取
得
の
道
が
開
か
れ

る
よ
う
に
、
二
月
に
開
催
さ
れ
た
師
匠
会

総
会
に
お
い
て
基
準
内
規
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

■
改
正
内
容

　

現
行
基
準

　

四
級
秀
「
唄
は
切
れ
ず
に
唄
い
、
本
す

　
　
　
　
　

く
り
が
で
き
、
味
わ
い
、
情

　
　
　
　
　

緒
な
ど
が
感
じ
ら
れ
、
唄
に

　
　
　
　
　

流
れ
を
感
じ
ら
れ
る
唄
」

　

改
正
後
「
本
す
く
り
が
で
き
、
味
わ
い
、

　
　
　
　
　

情
緒
な
ど
が
感
じ
ら
れ
、
唄

　
　
　
　
　

に
流
れ
を
感
じ
ら
れ
る
唄
で
、

　
　
　
　
　

や
む
を
得
ず
切
っ
た
と
感
じ

　
　
　
　
　

ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

　
　
　
　
　

昇
級
す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
」

　

現
行
基
準

　

三　

級
「
唄
基
本
は
全
て
習
得
し
て
い
る

　
　
　
　
　

者
と
し
、
各
節
に
抑
揚
、深
み
、

　
　
　
　
　

迫
力
、個
性
が
感
じ
ら
れ
る
唄
」

　

改
正
後
「
唄
基
本
は
全
て
習
得
し
て
い
る

　
　
　
　
　

者
と
し
、
各
節
に
抑
揚
、
深
み
、

　
　
　
　
　

迫
力
、個
性
が
感
じ
ら
れ
る
唄
。

　
　
　
　
　

や
む
を
得
ず
切
っ
た
と
感
じ

　
　
　
　
　

ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
昇

　
　
　
　
　

級
す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
」

　

以
上
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
を

ク
リ
ア
し
た
唄
で
あ
れ
ば
、
切
っ
た
場
合

で
も
昇
級
す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
と
い
う

緩
和
内
容
で
す
。

　

一
度
は
進
級
を
あ
き
ら
め
て
い
た
方
、

是
非
、
再
度
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

旧
檜
山
爾
志
郡
役
所
（
江
差
町
郷
土
資
料

館
）
で
は
、
九
月
に
行
わ
れ
る
「
第
五
十

回
記
念
江
差
追
分
全
国
大
会
」
の
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
企
画
展
「
江
差
追
分

～
そ
の
伝
承
者
た
ち
～
」
を
開
催
し
て
い

る
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
観
光
客
な
ど
江
差

追
分
の
こ
と
を
あ
ま
り
ご
存
知
で
な
い
方

向
け
に
、
江
差
追
分
の
起
源
や
、
明
治
時

代
に
お
け
る
「
正
調
」
へ
の
動
き
、
ま
た
、

三
味
線
・
尺
八
・
踊
り
や
新
地
芸
者
の
功

績
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
江
差
追
分
会
館
」
で
上
映
し
て
い
る
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
江
差
追
分
の
紹
介

映
像
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
に
な
る
と
、
江
差

追
分
の
歴
史
と
伝
承
に
つ
い
て
一
層
理
解

が
深
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
展
示
室
の
一
角
に
は
、「
江
差
追

分　

こ
れ
か
ら
の
五
十
年
」
と
題
し
、
江

差
追
分
に
関
わ
る
人
々
の
、
今
後
に
向
け

て
の
希
望
や
夢
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
希
望
や

夢
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
塩
ビ
管
の
尺
八

を
使
っ
た
尺
八
の
吹
奏
や
、
江
差
追
分
踊

り
の
衣
裳
着
用
も
で
き
る
。

◆
会
　
場　

旧
檜
山
爾
志
郡
役
所
（
江
差
町

　
　
　
　
　

郷
土
資
料
館
）
江
差
町
字
中
歌

　
　
　
　
　

町
一
一
二

◆
会
　
期　

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　

～
九
月
三
十
日
（
会
期
中
無
休

　
　
　
　
　

・
九
時
～
十
七
時
）

◆
入
館
料　

大
人
三
百
円
・
小
中
高
百
円

　
　
　
　
　

江
差
町
内
の
小
中
学
生
・
七
十

　
　
　
　
　

歳
以
上
は
無
料

ロングランで開催されている企画展

師匠会総会の様子

追
分
の
今
後
に
夢
や
希
望
を

伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
も

企画展「江差追分〜その伝承者たち〜」

企画展のポスター

格
付
審
査
基
準
を
緩
和

〜
四
級
秀
と
三
級
で
〜
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●唄い始め
　第50回記念江
差追分全国大会の
成功を祈る「唄い
始め」1/1

江差追分は唄が主役
伴奏は従、伴奏者が唄を主導しない
　道東地区運営協議会が
　　　　　　尺八伴奏者研修会を開催

支
部
・
地
区
運
営
協
議
会
コ
ー
ナ
ー

音楽教育に江差追分が

　昨年度優勝者、瀧本豊壽さんが深川市
一 小学校の音楽授業で江差追分を披露
（H23.11.5）

　旭川市音楽研究会講師として江差追分を
指導する佐々木洋子師匠（H23.12.14）

　４月８日、帯広市において尺八伴奏者の技
能向上を狙いとした研修会を開催した。21 人
が参加し、初心に立ち返って熱心に基本を再
確認。講師を務めた釧路支部の後藤さんは「江
差追分は唄い手が主役、尺八伴奏者は縁の下
の力持ち」を強調し、「先走ったり尺八の音色
を強調してはいけない」などと心構えを指導
した。

第 50 回記念江差追分全国大会
関連事業スナップ

●議場コンサート
　北海道議会議場
コンサートで全国
大会をＰＲ（第40
回優勝者　長江亜
津子さん）2/23

●いにしえ夢開道
　地元優勝者によ
る、民謡ショーで
江差追分をはじめ
追分関連の民謡を
披露5/5

●記念植樹
　50回大会の成功を願い、ヒバ500本を植樹し、参加者全員で江差
追分を大合唱した5/13



　

・
東
京
銀
杏
会
支
部

　
　
　
（
支
部
長　

後
藤　
　

國
）

　
　
　

二
十
三
名　

関
東
地
区

役
員（
理
事
）
の
交
代

　

退
任　

佐
々
木
基
晴
（
函
館
地
区
）

　

新
任　

山
内　

藤
一
（
函
館
地
区
）

　

※
協
議
会
役
員
の
変
更
に
よ
る

■
江
差
追
分
新
歌
詞
募
集
締
切
り
迫
る

　

第
五
十
回
大
会
を
記
念
し
て
募
集
し
て
い
る

江
差
追
分
の
新
歌
詞
の
締
切
り
が
六
月
三
十
日

ま
で
で
す
。

　

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
前
唄
、
本
唄
、
後
唄

の
三
部
構
成
で
、
一
人
一
作
品
と
し
ま
す
。
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

■
第
五
十
回
江
差
追
分
全
国
大
会
を
記
念
し

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
テ
レ
ビ
番
組
「
そ
れ
い
け
！

民
謡
う
た
祭
り
」
の
公
開
録
画
を
行
い
ま
す
。

江
差
追
分
関
係
者
も
出
演
す
る
予
定
で
す
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
公
開
録
画
日　

八
月
二
十
三
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
六
時
三
十
分

●
場　
　
　

所　

江
差
町
文
化
会
館

※
事
前
に
入
場
整
理
券
の
申
し
込
み
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
六
月
末
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
て
応
募
開

始
予
定
。

★
放
送
予
定
日　

九
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
三
時
五
分
～
三
時
四
十
九
分

　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

指
導
者
資
格
認
定
者

　

今
回
新
た
に
認
定
さ
れ
た
方
々
で
す
。

上
席
師
匠

　

・
石
田　

盛
一
（
函
館
も
り
い
ち
会
支
部
）

正
師
匠

　

・
田
村　

泰
子
（
釧
路
支
部
）

　

・
菊
地　
　

勲
（
菊
声
会
支
部
）

　

・
千
葉　

栄
人
（
盛
岡
ア
カ
デ
ミ
ー
支
部
）

師　

匠

　

・
阿
部　

眞
光
（
室
蘭
白
鳥
会
支
部
）

　

・
那
須　
　

勇
（
追
分
大
好
き
会
千
歳
支
部
）

準
師
匠

　

・
鈴
木　

克
典
（
仙
台
支
部
）

　

・
斎
藤
与
織
子
（
札
幌
ラ
イ
ラ
ッ
ク
支
部
）

　

・
鈴
木　

紘
鳳
（
札
幌
山
鼻
支
部
）

　

・
剱
地　

陽
子
（
函
館
も
り
い
ち
会
支
部
）

講　

師

　

・
大
江　

恒
次
（
京
都
竹
鴎
会
支
部
）

　

・
成
田　

定
光
（
札
幌
支
部
）

準
講
師

　

・
鈴
木　

正
祥
（
静
岡
県
沼
津
支
部
）

　

・
野
村　

勝
繁
（
函
館
千
曲
会
支
部
）

　

・
越
前　

美
廣
（
仙
台
支
部
）

　

・
富
樫
美
枝
子
（
滝
川
支
部
）

新
支
部
設
置

　

四
月
の
理
事
会
で
新
支
部
一
支
部
を
承
認
し

ま
し
た
。
こ
れ
で
支
部
数
は
一
五
九
支
部
と
な

り
ま
す
。
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江差町公式キャラクター

「しげっち」グッズを販売しています
ストラップ　　　　400 円
ピンバッチ　　　　400 円
絵馬　　　　　　　500 円
３Ｄキーホルダー　500 円

●販売先～江差追分会館
　＝お土産に是非いかがですか＝
　問TEL（0139）5 2 − 5 5 5 5

　

各
支
部
・
地
区
運
営
協
議
会
か
ら
の
情
報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
【
編
集
】　

岩
淵
啓
介
・
松
村　

隆

　
　
　
　
　
　
　

館　

和
夫
・
高
田　

裕

　
　
　
【
企
画
】　

江
差
追
分
会
事
務
局

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
後
の
二
十
四
年
度
事
業
計
画（
予
定
）

○
第
二
回
理
事
会

　
　

平
成
二
十
四
年
七
月
十
四
日

○
第
五
十
回
記
念
江
差
追
分
全
国
大
会

　
　

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日

○
江
差
追
分
会
師
匠
会
研
修
会

　

第
一
回

　
　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
一
日

　

第
二
回
（
総
会
も
実
施
）

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
七
日

○
平
成
二
十
四
年
度
秋
季
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー

　

と
き　

平
成
二
十
四
年

　
　
　
　

第
一
週　

十
一
月
一
日
～
三
日

　
　
　
　

第
二
週　

十
一
月
八
日
～
十
日

　
　
　
　

第
三
週　

十
一
月
十
五
日
～
十
七
日

○
第
二
十
八
期
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー

　

と
き　

平
成
二
十
五
年

　
　
　
　

第
一
週　

一
月
三
十
一
日
～
二
月
二
日

　
　
　
　

第
二
週　

二
月
七
日
～
九
日

　
　
　
　

第
三
週　

二
月
十
四
日
～
十
六
日

　
　
　
　

第
四
週　

二
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日

○
資
格
認
定
審
査
会

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
十
七
日

○
地
方
格
付
審
査
会

　

と　

き　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
九
日

　

と
こ
ろ　

札
幌
市

●観光客を迎える
ための準備も着々
　江差町キャラク
ター「しげっち」
モニュメント、歓
迎看板


